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研究成果の概要：実領域上での非線型常微分方程式の漸近理論について研究成果を上げること

ができた．例えば，準線型２階方程式の正値解の漸近形を導出できた．また，高階常微分方程

式の解の振動性の特徴付けや解の零点の分布状況を調べた．応用として，比較定理等を用いて

楕円型偏微分方程式の種々の漸近的性質を持つ解の存在証明や解の振動性の特徴付け等ができ

た． 
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１．研究開始当初の背景 
（１）準線型常微分方程式の解の漸近形は特
別な場合以外はわかっていなかった． 
（２）（１）の結果は比較定理等を用いて偏
微分方程式の漸近解析に有益だと思われた． 
（３）（１）の結果を高階方程式や連立系に
拡張できると予想した． 
 

 

２．研究の目的 
（１）準線型常微分方程式の解の漸近形を解
明する． 
（２）楕円型偏微分方程式における新たなタ

イプの比較原理の確立とそれを用いた（１）
の応用． 
（３）準線型高階常微分方程式の解の漸近的
性質の解析． 
（４）時間遅れを伴い得る準線型方程式の解
のカラマタ関数という関数族の中での漸近
解析． 
 

 

３．研究の方法 
（１）数学的手法について 
①準線型常微分方程式の漸近形の導出：典型
的な方程式の解析から一般の方程式の漸近
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形を予測した．半線型方程式の漸近論やエネ
ルギー評価等を用いた． 
②楕円型偏微分方程式の漸近解析：比較定理
と①で得られた結果を応用した． 
③準線型高階常微分方程式の漸近解析：高階
方程式の解の比較定理の改良と既存理論の
精密化を用いた． 
（２）研究集会等について：代表者・連携研
究者を中心とした本研究テーマを課題とし
た研究集会を毎年度２回（９月，２月）開催
した．これにより，研究の方向付けの確認，
問題点の洗い出し，成果報告等を行うことが
できた． 
 

 

４．研究成果 
（１）２階準線型常微分方程式の種々の正値
解 の 漸 近 形 を 見 出 し た ． こ れ ら は
Thomas-Fermi 方程式や Emden 方程式に
対する古典的な結果の自然な拡張である． 
（２）準線型楕円型偏微分方程式（の外部境
界値問題）には種々の挙動を持つ解があるこ
とが（１）の結果を援用することにより判明
した．これらの解の中には適切な関数空間に
属しないものもあるし変分法的には捕まり
難いものもある．（１）の結果の有効性を表
している． 
（３）連立楕円型偏微分方程式の正値解の存
在や非存在性を解明した．従来は球対称解の
みに限定した結果が多かったが新たな比較
原理の開発により非対称な解をも考察でき
た． 
（４）高階準線型常微分方程式の解の種々の
漸近的性質を解明できた．これらは半線型方
程式に対する結果の自然な拡張を与えてい
る． 
（５）時間遅れを持つ準線型常微分方程式で
解を Karamata 関数に限定して考察した．こ
の関数族はあまり取り上げられることの無
い関数族なので既存結果の枠組みには収ま
らない結果を多く得ることができた． 
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